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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
当
社
で
は
四
月
一
日
の
月
次
祭
に
併
せ
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
復
興
祈

願
祭
」
を
斎
行
い
た
し
、
甚
大
な
被
害
を
う
け
た
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
旧

並
び
に
復
興
と
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
平
安
を
祈
念
申
し
上
げ
、
社
頭

に
お
き
ま
し
て
は
各
地
の
被
災
神
社
復
興
の
義
捐
金
募
金
活
動
を
実
施
し
、
ご

参
拝
の
皆
様
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
被
災
者
の
方
々
へ
の
支
援
物
資
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岩
手
県
の

神
社
関
係
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ
て
戴
き
、
三
月
十
七
日
に
些
少
で
は
あ
り

ま
し
た
が
第
一
回
目
を
実
施
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
、
粉
ミ
ル

ク
、
紙
お
む
つ
等
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
関
す
る
品
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
四
月
二
日
に
陸
前
高
田
市
へ
、
翌
三
日
に
宮
城
県
石
巻
市
に
「
森
の
お

茶
」
を
送
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。 

　
報
道
等
に
よ
り
ご
存
じ
の
通
り
、
被
災
地
で
は
難
を
逃
れ
た
神
社
の
社
務
所

等
が
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
「
緊
急
時
に
は
お
宮
に
逃

げ
ろ
」
が
教
え
と
な
っ
て
い
る
地
区
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
度
の
大
震
災
は
、
物
を
中
心
と
す
る
文
明
社
会
の
恩
恵
に
の
み
走
り
、

ま
た
昨
今
の
利
己
主
義
的
な
社
会
生
活
の
有
り
様
に
、
神
々
が
警
鐘
を
鳴
ら
さ

れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
数
多
の
犠
牲
者
に
思
い
を
致
す
時
、
一

日
も
早
い
「
国
土
の
復
旧
」
「
生
活
の
再
興
」
そ
し
て
何
よ
り
日
本
人
の
「
心

の
再
生
」
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
が
私
た
ち
日
本
人
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
被
災
地
で
は
未
だ
続
く
余
震
や
先
の
見
え
な
い
原
発
事
故
な
ど
、
何
か
と
不

安
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
難
局
を
ど
う
か
氏
子
の

皆
様
と
と
も
に
乗
り
越
え
ら
れ
ま
す
よ
う
ひ
た
す
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 



2

川
勝
平
太
氏（
県
知
事
）勅
使
役
奉
仕 
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町指定民俗文化財・巫女舞（4月17日） 

公開大会にて川勝知事・和歌をご披露（4月17日） 

勅使役・川勝平太静岡県知事（真中）（4月17日） 

花籠の装い（4月17日） 

  
　
平
成
二
十
三
年
は
勅
使
行
列
再
興
五
十
年
、

小
國
神
社
振
興
会
設
立
六
十
年
の
佳
節
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
の
慶
年
に
去
る
四
月
十
七
日
、

勅
使
役
と
し
て
川
勝
平
太
知
事
が
ご
奉
仕
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
本
年
は
、
地
域
の
伝
統
文

化
の
保
護
育
成
と
後
継
者
育
成
を
主
旨
と
す

る
「
民
俗
芸
能
・
民
俗
行
事
公
開
大
会
」
が
、

森
町
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
文
化
協
会
・
観

光
協
会
・
商
工
会
等
の
ご
協
力
の
も
と
共
催

と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
勅
使
行
列
は
当
社
所
蔵
の
「
延
宝

の
一
宮
古
記
録
」
を
も
と
に
、
廃
絶
し
た
諸

役
を
特
別
に
復
興
し
、
鎌
倉
期
の
実
態
を
想

定
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
川
勝
知
事
は
勅

使
・
遠
江
守
大
仏
宣
時
役
と
し
て
、
さ
ら
に

前
従
・
野
部
介
役
を
岩
瀬
護
静
岡
県
議
会
副

議
長
が
、
後
従
・
佐
野
中
務
丞
役
を
岩
瀬
静

夫
小
國
神
社
振
興
会
長
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
宮
代
公
民
館
に
て
公
開
大
会
の
開
会
式
の

後
、
「
所
役
召
し
立
て
」
と
な
り
出
立
、
約

一
五
〇
名
の
行
列
が
参
進
し
ま
し
た
。
勅
使

等
の
三
役
は
騎
乗
し
、
烏
帽
子
・
大
紋
装
束

で
供
奉
す
る
様
子
は
、
ま
る
で
時
代
絵
巻
さ

な
が
ら
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
宮
地
区

七
町
内
会
の
子
供
会
も
各
々
作
成
し
た
樽
神

輿
を
担
い
で
参
加
し
、
樽
神
輿
に
は
東
日
本

大
震
災
復
興
を
祈
り
「
が
ん
ば
れ
東
北
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
か
か
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
神
社
に
到
着
し
た
一
行
は
参
道
を
進
み
、

駒
止
の
杉
付
近
で
下
馬
さ
れ
、
公
開
大
会
閉

会
式
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、
川

勝
勅
使
役
と
岩
瀬
前
従
役
よ
り
、
和
歌
を
三

首
づ
つ
ご
披
露
い
た
だ
き
諸
行
事
は
無
事
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
の
知
事
の
勅
使
役

奉
仕
ま
た
公
開
大
会
の
共
催
を
契
機
と
し
て
、

こ
の
伝
統
あ
る
行
事
が
更
に
発
展
し
、次
世

代
へ
末
永
く
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。 

と
う
と
う
み
の
か
み
お
さ
ら
ぎ 

の
ぶ 

と
き 

や
く 

の
　
べ
の
す
け 

や
く 

さ
の
な
か
つ
か
さ
の
じ
ょ
う 

や
く 
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古式舞楽「本膳」の復興（4月16日） 

本膳の献立（4月16日） 

古
式
舞
楽
「
本
膳
」
の
復
興 

  

　
本
年
の
例
祭
舞
楽
（
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
）
は
、
「
民
俗
芸
能
・
民
俗
行
事

公
開
大
会
」
と
一
部
共
催
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
と
は
、
本
番
前
日
の
試
楽
を

奉
奏
す
る
日
（
本
年
は
四
月
十
六
日
）
の
昼

食
に
お
き
ま
し
て
古
式
に
則
り
「
本
膳
」
が

復
興
・
再
現
さ
れ
ま
し
た
。 

　
例
年
、
試
楽
が
行
わ
れ
る
日
の
昼
食
で
は
、

舞
踏
屋
に
舞
人
が
一
堂
に
会
し
「
本
膳
」
と

し
て
食
事
を
共
に
し
ま
す
。
現
在
は
、
料
理

の
献
立
の
内
容
は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
ま
た
、
参
加
す
る
役
職
・
人
数
も
関
係

者
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
こ
の
度
の
公
開
大
会
で
は
、

江
戸
時
代
の
形
式
へ
と
復
興
を
試
み
、
賄

関
係
の
古
記
録
で
あ
る
「
一
宮
祭
礼
舞
堂

諸
用
記
」
を
も
と
に
再
現
い
た
し
ま
し
た
。

記
さ
れ
て
い
る
献
立
の
食
材
の
中
に
は
、

現
在
で
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
品

も
あ
り
、
代
用
さ
れ
た
品
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
膳
の
数
は
七
十
に
も
お
よ
び
普
段

の
賄
い
人
で
は
手
が
足
り
ず
、
篤
志
者
に

ご
協
力
を
い
い
た
だ
き
実
現
が
叶
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
事
前
に
試
作
す
る
な
ど

周
到
に
準
備
が
な
さ
れ
、
素
材
の
味
を
生

か
し
た
当
時
を
偲
ば
せ
る
膳
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
舞
楽
関
係
者
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
細

部
に
わ
た
り
忠
実
に
再
現
さ
れ
、
舞
楽
人

一
同
は
古
を
忍
び
つ
つ
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

白
幡
　
富
幸                 

大
場
　
　
篤 

大
場
喜
久
司                 

天
野
智
加
志 

小
澤
　
廣
一 

大
場
　
詞
信 

北
嶋
　
恵
介 

内
藤
　
明
廣 

高
木
　
　
誠 

鈴
木
　
勝
幸 

鶴
見
　
俊
之

小
林
　
　
　 

村
松
　
徹
也 

建
部
　
春
久 

大
場
　
隼
磨 

菅
沼
　
千
颯 

高
木
　
凱
矢 

佐
藤
　
瑞
樹 

小
池
　
竜
矢 

村
上
　
　
慎 

朝
比
　
奈
斉 

鈴
木
　
勝
浩 

西
尾
　
　
健 

天
野
　
徳
重 

白
幡
磨
佐
彦 

嶋
田
　
秀
邦 

岩
瀬
　
公
紀 

西
尾
　
　
享 

成
瀬
　
満
雅 

佐
野
　
泰
隆 

野
口
　
雅
人 

鶴
見
　
俊
之 

小
川
　
正
恭 

大
場
　
　
学 

鶴
見
　
和
弘 

塩
澤
太
佳
夫 

狩
野
　
高
士 

鈴
木
　
裕
也 

内
山
　
敬
浩 

村
松
浩
一
郎 

指
南
役           

副
指
南
役

楽
頭
・
行
事

行
　
事

師
　
匠

師
匠
見
習

衣
裳
方

稚
　
児

太
平
楽

色
　
香

安
　
摩

二
の
舞

陵
　
王

納
蘇
利

獅
　
子

平成23年 舞楽人一同（4月16日） 

巫女舞 稚児舞 太平楽 

高木　凱矢・佐藤　瑞樹 
小池　竜矢・村上　　慎 

村松　徹也・建部　春久 
大場　隼磨・菅沼　千颯 

岩滿　夏海・大場　美雨 
嶋田　千夏・村松　牧歩 

〈右から〉 〈右から〉 〈左から〉 

（
敬
称
略
） 

古
式
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名 

（
敬
称
略
） 

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞 

    

奉
仕
者
御
芳
名 



ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場 

㈱
鈴
木
長
十
商
店 

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

か
ん
な
び 

㈱
久
米
吉 

㈲
太
田
茶
店 

保
食
や 

青
木
恒
産 

デ
ー
フ
ラ
ッ
ト 

佐
野
鳶
工
業 

山
田
建
設 

木
創
工
房
　
森
童 

㈲
ウ
ォ
ー
ク 

㈲
ナ
ガ
タ 

ス
リ
ー
ツ
リ
ー
ズ
ゆ
う
成 

サ
ン
ワ
環
境
整
備
㈱ 

㈱
デ
イ
ト
ナ 

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸 

　
木
建
築 

　
木
工
業 

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院 

㈲
森
町
ゆ
ら
ら 

㈱
ビ
ッ
プ 

㈲
萩
原
造
園 

㈲
タ
カ
ギ
商
会 

鈴
伍
酒
店 

理
容
タ
カ
ギ 

森
の
び
よ
う
し
つ 

一
宮
米
店 

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱ 

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

一
ノ
宮
郵
便
局 

入
鹿
ハ
ム 

㈲
ア
マ
ノ 

㈲
今
泉
土
木 

㈲
大
井
製
作
所
森
町
工
場 

加
藤
修
土
地
家
屋
調
査
士
・ 

　
　
　 

行
政
書
士
事
務
所 

㈲
天
野
業
務
店 

ユ
ー
シ
ン
㈱ 

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

カ
ル
ト
㈱ 

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド 

亀
山
　
　
男 

石
橋
　
寛
一 

共
栄
土
建 

㈱
日
本
温
装
工
業 

㈱
袴
田
製
作
所
森
町
工
場 

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ 

百
々
や 

㈱
ハ
マ
ネ
ツ
森
工
場 

深
井
無
線
工
業
㈱
森
工
場 

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木 

㈲
一
木
機
械
店 

日
本
工
機
㈱ 

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
㈱
静
岡
工
場 

暁
雲
窯 

㈱
ザ
・フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

鈴
木
土
建
㈱ 

菓
匠
　
あ
さ
お
か 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

高
柳
米
穀
店 

旭
自
動
車 

㈲
富
士
鉄
工 

㈲
大
寶
建
設 

松
ヶ
谷
診
療
所 

㈲
渡
辺
防
水
工
事 

㈲
遠
州
ボ
デ
ィ
ー 

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ 

野
口
園 

さ
く
ら
水
道 

鈴
木
農
園 

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築 

あ
さ
ひ
な
㈱ 

㈱
伸
孝 

㈱
ダ
イ
ゴ 

㈲
朝
比
奈
造
園 

㈱
鈴
木
建
装 

遠
州
中
央
農
協
園
田
支
店 

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場 

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱
静
岡
工
場 

㈲
加
藤
は
つ
り
工
業 

㈲
北
島
電
気
工
業 

㈲
桜
井
工
業
所 

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー 

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建 

内
山
商
会
山
梨
店 

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室 

た
け
し
の
店 

㈱
太
雄
工
業 

西
村
医
院 

ぴ
あ
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ー
中
川 

金
山
化
成
㈱
シ
ズ
オ
カ
工
場 

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場 

㈱
山
本
環
境
整
備 

か
ね
と
よ
㈱ 

㈱
ツ
カ
モ
ト 

㈲
栄
産
業 

杉
本
金
属
工
業
㈱ 

田
中
屋
酒
店 

㈲
金
原
石
油 

㈱
家
本
工
務
店 

家
本
建
機
工
業
㈱ 

鈴
木
美
容
院 

三
幸
産
業
㈱ 

な
か
ね
美
容
室 

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松 

東
京
理
容 

㈱
や
ま
ひ
ろ
関
東
工
場 

豊
一
商
店 

㈲
石
田
茶
店 

㈲
鈴
木
次
郎
商
店 

松
浦
製
茶
㈱ 

栗
田
商
店 

長
谷
川
建
具
店 

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン 

榑
林
　
さ
き 

 

氏
子
各
地
区
よ
り
神
賑

料
の
ご
奉
賛
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

㈱
三
愛
工
芸 

㈱
阿
部 

倉
見
建
設
㈱ 

㈱
さ
の
や
会
館 

み
ど
り
写
真
館 

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁 

榛
葉
工
芸 

㈱
小
倉
商
店 

春
日
屋
青
果
店 

セ
コ
ム
㈱
磐
田
支
社 

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

　     

エ
ム・エ
ス・
シ
ー 

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社 

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

森
下
建
設
㈱ 

リ
リ
ー
フ
㈱ 

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス 

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス 

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店 

㈱
三
永 

㈲
久
志
本 

㈲
小
島
屋
松
鶴 

京
都
奉
製
㈱ 

大
石
糀
店 

岡
野
建
設
㈱ 

大
沼
建
設
㈱ 

㈱
長
谷
川
製
作
所 

㈲
政
和
電
気 

㈲
破
魔
矢
奉
製
所 

㈲
丸
井
紙
店 

茨
城
県 

栃
木
県 

森

町

 

袋
井
市 

森

町

 

森

町

 

島
田
市 

森

町

 

袋
井
市 

磐
田
市 

 

袋
井
市 

兵
庫
県 

東
京
都 

森

町

 

森

町

 

磐
田
市 

森

町

 
福
島
県 

森

町
 

東
京
都 

袋
井
市 

京
都
府 

森

町

 

森

町

 

森

町

 

埼
玉
県 

森

町

 

神
奈
川
県 

山
梨
県 
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例
祭
の
斎
行 

例祭の参進（4月18日） 

  

　
四
月
十
六
日
（
土
）
よ
り
十
八
日
（
月
）

の
三
日
間
に
亘
り
、
例
祭
及
び
諸
祭
典
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
十
六
日
午
前
九
時
よ
り
和

歌
を
神
前
に
奉
告
す
る
「
献
詠
祭
」
、
午
後

二
時
よ
り
氏
子
地
区
に
て
新
た
に
出
生
及
び

転
入
さ
れ
た
方
々
を
神
前
に
奉
告
す
る
「
氏

子
入
り
奉
告
祭
」
、
十
七
日
午
前
十
時
よ
り

「
前
日
祭
」
・
午
後
二 

時
「
神
幸
祭
」
（
神

輿
渡
御
）
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
境
内
で
は
新
茶
を
手
揉
み
す
る
実

演
や
弓
道
愛
好
会
に
よ
る
競
射
の
会
が
催
さ

れ
る
な
ど
終
日
参
拝
者
に
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
斎
行
さ
れ
た
例
祭

に
は
、
静
岡
県
神
社
庁
長
・
森
町
長
・
議
会

議
長
を
始
め
約
二
〇
〇
名
の
皆
様
方
の
ご
参

列
を
賜
り
厳
粛
に
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。 

 

献
茶
祭
の
斎
行 

献茶祭のお手前（煎茶道静風流・天野智堂氏）（4月23日） 

  

　
四
月
二
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
献

茶
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
献
茶
祭
は
、
小
國
神
社
献
茶
会
が
国

家
国
民
の
安
寧
と
茶
業
の
振
興
を
祈
り
、
お

茶
を
神
饌
（
お
供
え
物
）
と
し
て
献
上
す
る

祭
典
で
す
。 

　
当
日
は
、
森
町
茶
商
組
合
組
合
長
・
献
茶

会
会
長
鈴
木
康
之
様
を
始
め
森
町
長
村
松
藤

雄
様
な
ど
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
列
を
賜
り
ま

し
た
。
ま
た
、
祭
典
の
中
で
は
献
茶
式
が
行

わ
れ
煎
茶
道
静
風
流
天
野
智
堂
様
、
守
本
湖

堂
様
に
よ
り
お
手
前
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
尚
、
献
茶
会
で
は
毎
月
一
日
の
月
次
祭
に

も
欠
か
さ
ず
、
お
茶
を
お
供
え
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

 



5

平成23年6月1日 第32号 玉 垂  

本宮山青葉祭の直会（古式神酒の撤下）（5月6日） 

  

　
五
月
六
日
（
金
）
午
前
十
一
時
、
本
宮
山

の
頂
（
五
一
一
メ
ー
ト
ル
）
に
鎮
座
し
ま
す

奥
磐
戸
神
社
に
て
、
本
宮
山
青
葉
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
で
は
本
宮
山
に
自

生
す
る
樹
木
の
若
枝
を
御
本
殿
に
飾
る
特
別

な
習
わ
し
が
あ
り
、
そ
の
若
枝
に
は
甘
い
芳

香
を
放
つ
黒
文
字
の
樹
が
使
わ
れ
ま
す
。
当

日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
御
本
殿
前
に
は
五
十

五
名
の
登
拝
者
に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祭
典
後
、
庁
屋
に
て
古
式
神
酒
の
ど
ぶ
ろ
く

と
初
鰹
な
ど
に
て
直
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

爽
や
か
な
風
が
吹
き
若
葉
の
香
り
立
つ
本
宮

山
に
て
、
こ
の
時
期
に
し
か
味
わ
え
な
い
格

別
の
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

　
現
在
、
神
宮
式
年
遷
宮
の
諸
祭
の
絵
を
数 

々
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
新
大
和
絵
の
画
家

鳥
居
禮
先
生
の
個
展
が
三
月
三
十
日
よ
り
四

月
十
八
日
に
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、「
新
大
和
絵
の
世
界
展
」
に
続
き

二
回
目
の
開
催
と
な
り
、「
霊
峰
富
士
と
桜
展
」

と
題
し
季
節
感
の
あ
る
個
展
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
桜
の
開
花
が
若
干
遅
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
補
う
ほ
ど
の
見
事
な
桜
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
神
々
の
作

品
も
特
別
に
展
示
さ
れ
幻
想
的
な
世
界
が
広

が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
日
本
の
代
名
詞
で
も

あ
る
富
士
と
桜
に
み
ら
れ
る
気
高
さ
と
美
し

さ
が
調
和
し
、
古
代
の
杜
の
春
を
一
層
清
ら

か
に
、
そ
し
て
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。 

　
期
間
中
に
は
川
勝
静
岡
県
知
事
ご
夫
妻
も

鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
後
に
は
絵

画
「
群
青
の
富
士
」
一
幅
を
ご
奉
納
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

  

　
端
午
と
は
月
の
端
（
初
め
）
の
午
の
日
の

意
味
で
、
午
と
五
の
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら

五
月
五
日
に
定
着
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
災

厄
を
除
け
る
行
事
と
し
て
古
く
奈
良
時
代
か

ら
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
子
ど
も
の
無
事

成
長
を
祈
る
日
と
し
て
お
祝
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
毎
年
五
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
、

当
社
に
て
命
名
さ
れ
た
お
子
様
の
無
事
の
成

長
と
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
「
端
午
祭
」
が

斎
行
さ
れ
ま
す
。
本
年
は
命
名
児
七
十
一
名

と
ご
家
族
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
祭
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
祭
典
終
了
後
に
は
、
ご
神
前
に
お
供
え
し

た
神
札
・
記
念
品
・
柏
餅
・
し
ょ
う
ぶ
・
よ

も
ぎ
の
葉
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も

お
子
様
の
健
や
か
な
る
ご
成
長
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

川勝静岡県知事へご説明する鳥居  禮画伯（4月17日） 

端午祭・しょうぶの授与（5月5日） 

  

　
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁
で
は
、
被
災
地
の
福

島
県
の
企
業
よ
り
会
津
地
方
の
民
芸
品
「
起

き
上
が
り
こ
ぼ
し
」
を
仕
入
れ
販
売
し
、
そ

の
売
上
の
全
額
を
義
援
金
と
す
る
相
乗
的
な

支
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
起
き
上
が
り
こ

ぼ
し
は
稚
児
を
か
た
ど
っ
た
可
愛
ら
し
い
人

形
で
、
重
り
の
働
き
で
倒
し
て
も
起
き
あ
が

る
縁
起
物
と
し
て
四
〇
〇
年
前
か
ら
同
地
方

に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
と
ま
ち
横

丁
に
は
東
北
地
方
の
早
期
復
興
を
願
う
多
く

の
方
々
よ
り
温
か
い
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
製
造
元
の
企
業
か

ら
は
今
回
の
活
動
に
対
し
て
、
感
謝
の
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
た
「
あ
り
が
と
う
」
の
文
字

が
並
ぶ
特
製
の
「
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
」
が

届
き
、
こ
と
ま
ち
横
丁
の
店
頭
に
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。 

会津民芸品「起きあがりこぼし」（ありがとう） 

う
ま 

ご
　
　
　  

ご 

鳥
居
　
禮
展
の
開
催 

端
午
祭
の
斎
行 

「
起
き
あ
が
り
こ
ぼ
し
」で
義
援
金 

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行 



6

平成23年6月1日 第32号 玉 垂  

一宮花菖蒲園（6月下旬迄開園予定）（平成22年6月6日） 

境内末社・鉾執社 

宮代神饌田「御田植祭」（平成22年6月6日） 

毎
年
、
森
町
立
旭
が
丘
中
学
校
の
生
徒
達
が

植
え
て
い
ま
す
。 

  

　
門
前
の
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁
の
西
側
に
あ

る
一
宮
花
菖
蒲
園
で
は
新
芽
が
す
く
す
く
と

伸
び
、
次
々
と
開
花
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

「
初
夏
の
風
物
詩
」
と
し
て
親
し
ま
れ
る
花

菖
蒲
園
は
、約
一
二
〇
〇
坪
の
園
内
に
一
三
〇

余
種
の
花
々
が
早
生
・
中
手
・
晩
生
と
咲
き

競
い
、
六
月
下
旬
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
特
に

花
菖
蒲
は
梅
雨
空
の
下
で
は
一
段
と
鮮
や
か

に
映
り
、
花
弁
が
三
弁
・
六
弁
・
八
重
咲
き

の
種
類
が
あ
り
、
六
月
上
旬
に
見
頃
を
迎
え

ま
す
。 

　
ま
た
、
園
内
で
は
開
園
期
間
中
、
花
菖
蒲

の
株
の
即
売
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
係
員
迄
お
申
し
出
下
さ
い
。 

  

　
六
月
三
十
日
（
木
）
午
後
三
時
よ
り
夏
越

の
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。 

　
大
祓
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
無
意
識
の

う
ち
に
、
心
や
体
に
つ
い
た
罪
や
け
が
れ
を
、

身
代
わ
り
と
な
る
人
形
（
形
代
）
に
移
し
、

川
に
流
し
て
祓
い
清
め
る
神
事
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。 

　
特
に
夏
越
の
大
祓
で
は
、
梅
雨
の
時
期
に

多
い
流
行
病
や
疫
病
に
か
か
る
こ
と
な
く
、

暑
い
夏
を
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
祈

り
、
茅
の
輪
く
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
当
日
は
神
職
と
と
も
に
お
祓
い
を
お
受
け

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、是
非
と
も
ご
家
族
の

皆
様
お
揃
い
で
お
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
列

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
儀
課
大
祓
係 

夏
越
の
大
祓
式 

花
菖
蒲
の
開
花 

夏越の大祓式「茅の輪神事」（平成22年6月30日） 

ひ
と 

が
た 

な
か  

と
り 

も
ち 

ー 

鉾
執
社 

ー

ほ
こ 

と
り 

し
ゃ

   

　
参
道
を
進
み
、
手
水
舎
を
通
り
過
ぎ
た
左

手
に
、
鉾
執
社
は
鎮
座
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
お
社
は
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
二
十

日
に
末
社
と
し
て
現
在
の
場
所
に
建
立
し
、

江
戸
時
代
の
社
家
四
十
一
家
の
祖
先
の
御
霊

を
ご
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。 

「
ほ
こ
と
り
」
と
は
、
神
主
が
読
む
祝
詞
の

中
の
言
葉
で
あ
り
「
仲
だ
ち
」
と
い
う
意
味

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
様
と
人
と
の
仲
立

ち
、
中
執
持
の
役
目
に
あ
っ
た
方
々
の
御
霊

に
感
謝
を
捧
げ
、
三
月
の
彼
岸
の
入
り
の
日

の
例
祭
は
ご
関
係
の
方
々
が
参
列
し
斎
行
さ

れ
ま
す
。 
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一

日

 

六

日

 

十
八
日 

一

日

 

六

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
三
日 

二
十
四
日 

二
十
五
日 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 

八

日

 

十
八
日 

三
十
一
日 

三
十
一
日 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

甲
子
祭 

月
次
祭 

境
内
地
譲
渡
記
念
祭 

愛
宕
神
社
例
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
八
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 

十
七
日 

十
八
日 

十
八
日 

十
八
日 

二
十
三
日 

二
十
五
日 

三
十
一
日 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

鎮
火
祭 

月
次
祭 

滝
宮
社
例
祭 

初
穂
献
納
祭 

天
長
祭 

煤
払
祭 

大
祓
式
・
除
夜
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
後
三
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
半
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
一
時
） 

（
午
後
三
時
） 

八

日

 

十
七
日 

十
八
日 

十
八
日 

白
鬚
神
社
例
祭 

神
嘗
奉
祝
祭
・
神
嘗
祭
遙
拝
式 

月
次
祭 

福
神
像
頒
布
式 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

一

日

 
三

日

 
五

日
 

六

日
 

七

日

 

十
五
日 

十
八
日 

十
九
日 

二
十
一
日 

二
十
三
日 

 

二
十
六
日 

二
十
七
日 

月
次
祭 

明
治
祭 

甲
子
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

山
神
社
例
祭 

七
五
三
祝
祭 

月
次
祭
・
稲
祭 

疫
神
齋 

地
鎮
祭 

新
嘗
祭 

奉
納
農
産
物
品
評
会 

紅
葉
祭
・
山
芋
賞
味
会 

も
み
じ
ま
つ
り 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
時
） 

月
次
祭 

甲
子
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式 

敬
老
祭
安
心
祭 

御
柱
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 
 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

御
前
崎
市 

菊
川
市 

藤
枝
市 

森
　
町 

掛
川
市 

磐
田
市 

沼
津
市 

浜
松
市 

御
前
崎
市 

袋
井
市 

掛
川
市 

掛
川
市 

掛
川
市 

浜
松
市 

菊
川
市 

掛
川
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

掛
川
市 

森
　
町 

袋
井
市 

浜
松
市 

袋
井
市 

島
田
市 

川
崎
市 

伊
勢
市 

袋
井
市 

 

篠
　
　
梨
央 

大
林
　
和
華 

亀
井
　
環
那 

大
場
　
睦
基 

田
代
　
叶
実 

山
田
　
照
瑛 

山
田
　
健
心 

山
口
　
泰
央 

岡
村
　
赳
翔 

鈴
木
　
瑠
那 

山
下
　
貫
汰 

白
畑
　
莉
菜 

戸
田
　
晴
斗 

伊
藤
　
優
臣 

原
田
　
　
侑 

加
藤
　
優
弥 

石
黒
木
乃
香 

鈴
木
　
颯
太 

児
玉
結
希
恵 

鈴
木
　
花
野 

杉
山
　
　
昇 

井
川
　
　
航 

西
村
　
　
幸 

田
口
　
叶
真 

渡
邊
　
煌
太 

直
井
　
睦
來 

松
浦
　
陽
大 

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名
を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。 

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

勧学祭参列の新入学の皆様（4月2日） 

ことまち池の錦鯉（5月6日） 

巫
女 

永
田
　
歩
美 

本
年
も
氏
子
地
区
に
お
い
て
小
学
校
・
中
学

校
へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
を
お
招
き
し
て

勧
学
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日 

　
〜
平
成
二
十
三
年
四
月
三
十
日 



平
成
二
十
三
年
六
月
一
日 

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
三
十
二
号 

題
字
揮
毫
　
神
社
本
廳
元
総
長
　
工
藤
　
伊
豆 

発
　
行

 
 

小
國
神
社
社
務
所 

郵
便
番
号
　
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

住
　
所
　  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一 

電
話
番
号
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七 

印
　
刷
　   

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー 

8

「
小
國
の
杜
・
点
描
」 

天竜浜名湖鉄道線・遠江一宮駅キャラクター「だいこくちゃん」（4月17日） 

宮川沿のしゃが（4月22日） 

大宝殿南斜面のしゃくなげ（4月27日） 

斎館北側の八重櫻（4月22日） ことまち池のヤブデマリ（5月4日） 

本宮山月次祭にご参列の方々（3月6日） 

表
紙
写
真
に
つ
い
て 

編

集

後

記

 

　
平
成
二
十
三
年
四
月
十
七
日（
日
）午
後
三
時
五
十

分
、「
民
俗
芸
能
・
民
俗
行
事
公
開
大
会
」の
勅
使
行
列

を
撮
影
い
た
し
ま
し
た
。
約
三
三
〇
年
前
の
古
記
録
を

も
と
に
、行
列
の
諸
役
を
復
興
再
現
い
た
し
ま
し
た
。 

○
『
玉
垂
』三
十
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。四
月
の

例
祭
関
係
を
中
心
に
ご
報
告
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

振
興
会
主
催
の
勅
使
行
列
は
三
年
連
続
の
晴
天
と

な
り
、ほ
ぼ
予
定
通
り
に
日
程
が
進
み
、岩
瀬
会
長

以
下
関
係
者
の
皆
様
は
安
堵
し
た
様
子
で
し
た
。 

○
地
元
崇
敬
者
の
方
が
参
道
脇
に「
千
両
」の
種
を
蒔

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
将
来
は「
南
天
」
と
と
も
に

冬
の
風
物
詩
と
し
て
育
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

平成23年6月1日 第32号 玉 垂  


